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私たちは、おもにマカクザルの脳を対象として、そのはたらきをおもに神経生理学的手法によりシステム的に研究しています。システム的に研究するとは、入出力回路を限定した単離標本の神経細胞の刺激—反応関係ではなく、丸ごとの脳を扱うことで、例えば、サルが何かの行動をしている時の細胞活動を、自然な入出力回路で調べるという意味です。このアプローチによって、注意、記憶や運動の計画など個体の経験に関連する認知機能を、その個体の神経回路で実際に活動している通りに観察することができるのです。これまでは、図形認識、価値判断などをおもなテーマとして，脳のどの領域あるいは領域間で、どのように情報が処理されるかを研究してきました。

2009年度からは、ヒト精神疾患モデルとしての遺伝子改変マーモセットの研究・開発も行われようとしています。加えて2010年度までには遺伝子導入実験室が稼働します。ウィルスベクターを用い，ある特性をもったニューロンに遺伝子導入し，活動を操作することで，神経回路の機能が解析できるようになります。

高等であるとか知能が高いという話はさておき，サルはヒトと近縁の生き物です。つまり，両者は感覚処理系も脳の構造もよく似ているため，ヒトの認知機能とその発達のほか、異常行動や精神疾患などを脳活動や形態の変化との関係を調べやすいことが，サルを対象とすることの利点のひとつです。

しかし，サルはヒトの縮小コピーではありません。サルという種には、長い系統発生の歴史の末に環境に適応しながら獲得した，ヒトとは違う認知処理があります。そうした機能がどのような脳活動と関連するのかを，生態や身体の特徴を考慮しながら研究できるのも，霊長類研究所における脳研究の特徴かもしれません。 
